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沖縄におけるキクの組織培養に関する研究
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緒 言

沖縄における花き産業は,昭和48年頃から行

われてきた｡昭和53年から本土出荷が本格化し

たことと昭和55年以降の電照栽培の普及と共に

生産面積は急速に増加した.

生産面積は昭和48年53haであったのに対 し

昭和55年は22ha出荷金額26億円,平成 5年に

は1,916haで190億7千万円となり本県農業にお

いて重要な産業となっている1).

又全国的にも出荷高は多く92年実績では全国

8位に位置づけられている.平成5年のキクの

生産面積は全体の59%で651ha出荷金額は総出

荷金額の66%で125億6千万円となり花きの中

で最も主要な品目である.

現在,キクの生産向上及び生産拡大を図る上

で特に問題となっているのは無選抜で長年にわ

たり栄養繁殖によって得られた百を親株苗及び

定植苗として用いてきたため切花としてのキク

の品質の低下が見られるようになってきたこと

である.

品質の低下の例としては花弁の色のあせ り,

草姿のくずれ,花数の減少,生体重の減少 (ボ

リューム不足)等がある.

このようなことから筆者らは組織培養苗で作

出したキクの品質特性を調べ組織培養を利用 し
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た優良種苗の確保によるキクの品質向上を目的

として本実験を行った.

材料及び方法

実験 1 組織培養苗 (lN VITRO)におけるキ

クの増殖率の品種間差異

材料は本土出荷に用いられている切花用キク

を用いた.品種は大ギクとして,秋芳の力,北

中1号,女神,太平,希望の光,小ギクとして,

沖の園,ニュー沖縄,ハデギノソデ,美玉,ク

リスマスゴールド,うりずん,スプレーギクと

して,クリスタル,ジュリコ,を沖縄県本部町,

北中城村から収穫後萌芽した株より採穂 した.

採穂した苗は挿し木,発根後定植し再び萌芽さ

せ材料として用いた.

5-10cmに伸長した穂 (材料)をエタノール

70%で10秒間次亜塩素酸ナ トリウム0.5%で15

分間滅菌し成長点0.3-0.5mmを菓原基2-3枚

をつけてBA2･Om9/ 1及びNAAO.02m9/ 1を

含む修正MS培地 (初代培地)に置床した.

初代培地置床30日後に増殖培地としてBA2.0

m9/ 1及びNAAO.02m9/ 1を含む修正MS培

也 (増殖培地)に移植し増殖を行った.

第2第増殖は第1第増殖培地移植30日後に増

殖培地に移植し増殖を行った.

増殖率による品種間差異の調査は第2第増殖

培地移植30日後にフラスコから多芽体を取り出
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し1cm以上に伸長 したシュー トを数えて行った.

実験2 培兼苗及び非培養苗の育成比較

実験 1で用いた非培養苗と作出された培養苗

を生育比較の材料として用いた.生育ステージ

を揃えるために非培養苗は導入した株から萌芽

した穂を挿 し木 して用いた.

非培養苗と培養苗は平成 2年1月20日に市販

のCDU肥料 (N:15,P:15,K:15)を29

混入した15cmポットに定植 した.追肥は定植10

日後に市販の住友 2号液肥 (N:10,P:5,

K:8)500倍200meを施した.

電照は定植直後から開始 した.調査は満開時

に行い生体垂,草丈,段大菓数長,茎径,花数

(′トギク,スプレーギク)花首長 (大ギク) を

調べた.

結 果

INVITRO におけるキクの増殖率は図 1の

ように品棟間による差が大きく増殖率が高いの

は北中1号58倍, うりずん47倍であった.堰

殖率が低いのは秋芳の力13倍 , 沖の図17倍,

ニュー沖縄17倍である.

培養苗及び非培養苗の生育差は (表 1,2,

3)の通りである.

生体重においては沖のⅠ軌 沖の白波,美玉,

ジェリコ,で培養苗が重 くボリュームが増した.

草丈は沖の白波,美玉, クリスマスゴール ド,

太平.希望の光,ジェリコ,で培養百が長くなっ

た.特に,ジェリコにおいては (写真 1)顕著

な生育差が認められた.最大葉長においてはジェ

リコ,沖の白波,で培養苗で長 くなった.花数

においては沖の園,ジェリコで培養苗区で増加

がみられた.花首長は秋芳の力,太平で培養区

で長 くなった.
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図1 1NVITROにおけるキクの増殖率
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責1 小ギクにおける培兼苗及び非培兼吉の生育比較

品種名 種 類 詞套株(致) 生体重9 草丈孤 燕大業長 cm 花数
l糾 幅

沖 の園 培葉音 28 66.4 37.3 10.4 6_5 37,2

非培養首 13 36.3 31.5 9,2 5.5 22.0

一一 ユ ー沖 縄 培養苗 18 65.9 34.8 12.5 8,4 28.2
非培発苗 ll 69.5 37.6 12.1 6_7 29.0

沖の白波 培蕃苗 33 61,2 55_7 12_7 6_6 22.1

非培養百 17 46,5 33.8 10_2 5.9 24.4

ハ デ ギノ ソデ 培養首 28 44,5 62.6 ll_3 6.1 15.5
非培養苗 17 46,2 61.2 ll.4 6_7 13.9

美 玉 培着首 24 38.4 39_4 ll.1 6_0 10_7

非培養苗 15 29_4 34_3 8_1 4.9 15_9

ク リスマ ス ゴ- ル ド 培養箇 28 55.8 49.2 10.6 5.8 14,6非堵秦酋 ll 40.9 36.6 9.4 6.1 14.6

うりずん 培養首 26 66.8 28.5 8.9 6_3 48_0

表2 大ギクにおける培養苗及び非培養苗の生育比較

品種島 種 類 詞套株(敬) 生体重9 草丈cm 最大葉長 cm花首長
縦 幅

秋芳の力 培茸宙 14 32,0 38.5 9,6 5.6 4,5

非培養甫 15 47.3 30.4 ll.7 7,7 2.6

北中1号 培蕃首 25 47.1 29.6 ll,4 6.6 3.2

非培養苗 14 49.8 33.5 10.0 6,2 3.0

女 神 培養首 20 57ー8 36.6 13.0 10.4 3.5

非堵巷苗 13 59.6 38.7 12.7 9.8 2,1

大 平 培蕃苗 44 67_0 60.6 12.4 8.2 7.2

非培養首 ll 54.3 39.0 ll.3 8.5 4.9

希望の光 堵餐苗 31 53.5 62.0 ll.4 7_5 7.0
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表3 スプレーギクにおける培蒙古及び非培養苗の生育比較

品種名 種 類 調査株(数) 坐体歪9 草丈cm 最大菓長 cm 花数
縦 帽

ジエリコ 培兼首 16 85.2 68.8 15_7 8.4 20.2

非培養苗 12 44.8 56.8 ll.3 6.9 14.0

クリスタル 培養苗 32 57.9 47.6 ll.4 7.3 12.7

左 :培養苗 右 :非培養苗

写真1 培養苗及び非培養苗の生育 (品種 ジェリコ)

開花時期は表4の通りで培養苗及び非培養苗

区で開花時期に変化がないのは3品種,培養苗

が15-20日開花が遅れるのは6品種,培養苗

で開花時期がばらつく品種は5品種であった.

表4培兼苗の開花時期の変化(非培養苗の開花時期との比較)

開花時期に変化 開欄 机5-20El 開花時期にばらつきがでるタイプ欄花期閉30日)がないタイプ 遅くなるタイプ

大 ギ ク 女神､秋芳の力 北中1号 太平､希望の光

′ト ギ ク 沖の圃 ニュー沖縄､ うりずん､美玉 クリスマスゴールド､沖の白波､ハアキノソデ

考 察

INVITRO におけるキクの増殖率の差は品

種間における樹勢等の遺伝的特性と品種の持つ

培地感受性によるものと考えられる.特定の品

種を組織培養で増殖する場合は品種にあった培

地組成を検討する必要がある.

キクの組織培養による苗生産は細菌,糸状菌,

ウイルス,ウイロイド,などによる全身病防除

の対策としての無病苗生産の技術2-として利用

されているが非培養苗及び培養苗の生育特性の

報告はあまりない.

これまでキクの培養苗は生育が旺盛になると

報告されていたが3)品種間にかなりの差が認め

られた.生体重で4品種,草丈で6品種が非培

養苗より生育に有意な差が認められた.

花数は2品種で非培養苗より増加し切花の品

質が増した.しかし大ギクの2品種においては

培養苗は花首が長くなるのが認められ成長旺盛

が逆に花首が長くなることによって品質を悪く

した.

開花時期の変化も品種間に差が認められた.

開花が15-20日遅 くなる品種については実用

段階では消灯後の伸長が旺盛ということから電

照期間を短くすることが可能となる.

開花時期にばらつきが認められる品種は非培

養苗に比べて日長,温度感応が悪くなっている

ことが考えられる.

培養苗の草姿は非培養苗に比較して,うりず

ん,美玉,ニュー沖縄で顕著な差が認められ特
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に,うりずんの場合 (写真2)は分枝した枝が

長く頂部での花揃いが認められた.

左 :増車苗 右 :非培養苗

写真2 培養苗及び非培養苗の草姿 (品種 うりずん)

′トギクの場合,頂部での花揃いは品質を判定

する要素であることから培養は品種によってか

なり品質の向上に有効であることが認められた.

培養苗はINVITRO における増殖及び野外

での生育にかなり品種間差が認められた.生育

が旺盛になる品種もあれば変化が認められない

品種もある.又草姿や花数が増加し品質が向上

する品種もあるが逆に大ギク2品種のように花

首が長くなり品質が悪くなる品種もある.これ

らのことからキクの培養の場合は培養苗の特性

検定によって培養による生育効果を確認し全身

病フリー化と生育促進効果を目的とした優良種

苗の確保が可能であることがわかった.
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